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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 埼玉県草加市都市整備部みどり公園課 

②事業名 まつばら綾瀬川公園整備事業 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

※該当する番号に○（いずれか

一つ） 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

④サウンディングの目的 ○公園遊具については、木製遊具であり、設置から１０年以上経過して

いることから更新の必要性が生じている。また、駐車場が設置されて

おり、市内の代表する公園の一つであることから子育て支援につなが

るインクルーシブ遊具や大型遊具等の整備及び運営を含めた民間参

入の可能性を検討したい。 

○にぎわいの創出・利便性向上のため、カフェ等の便益施設の整備につ

いて、採算性などを踏まえて民間参入の可能性等について検討した

い。 

○老朽化した園路等公園施設の官民連携による再整備を模索している。 

○治安の悪化が公園の問題点となっており、管理者や便益施設等の設置

による見守り機能を付加することで、課題解決を図りたい。 

○市内の別の公園（総合公園）についても官民連携を視野に入れており、

その前段階として催し等が頻繁に行われている本公園で官民連携を

実現したいと考えている。 

○上記の観点から、持続可能な公園運営を行うために民間事業者の参入

可能性についてサウンディング調査の結果を受け、整備方針について

検討していきたい。 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

○Park-PFI による整備について検討したいが、便益施設等の立地可能

性について伺いたい。 

○参入にあたり、どのようなハード整備（公園施設）やソフト整備（条

例等）をすることで、参入しやすくなるのか伺いたい。 

○まつばら綾瀬川公園にて、官民連携による事業を進める場合には、ど

のような便益施設等が適しているのか意見を伺いたい。 

○事業参画の可能性がある場合、どのような事業分野でお考えか伺いた

い。 
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⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント     

7.運営（                       ） 

8.その他（                      ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

約するものではありません 

1. 全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

※該当する番号に○（複数可） 

１.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（                      ） 

②事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

③想定する事業類型 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（現在未定です。サウンディングの結果を受け検討したいと考

えております。） 

④想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※PFI 事業方式（BTO、RO 等）

が具体に決まっている場合、

「1.PFI 事業」の（）内に記載

ください。 

１.PFI 事業（   ）方式 ２.DBO 方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  

7.土地の賃貸借 、８.建物の賃貸借  

９.その他（             ） 

⑤事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

市の中心に位置し、駅からも近く多くの機能（親水施設や駐車場等）が

あり、市内で２番目の面積を持つ公園である。川を挟んで向かい側には、

市内随一の観光資源である国指定名勝の松並木があり、休日は多くのイ

ベントが開催されている。休日だけでなく、平日にも多くの人でにぎわ

い、松並木と並び、市のシンボルとなるような事業展開を検討している。 

⑥現状及び課題 公園遊具：遊具点検にてＣ判定の遊具が多数。 

利用者：スケートボードの利用時間外に利用や危険なボール遊び、犬の

トラブル等による近隣住民からの苦情。 

園路：舗装が剥がれてきている。 

駐車場：無料開放しており、夜間も開放しているため目的外利用がある。

イベント使用時の路上駐車。 
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⑦前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

・都市公園として幅広い世代の利用を想定している。中心の利用者とし

ては、子ども及び子育て世代を想定している。 

・遊具広場と健康遊具のエリアを現在分けて設置しているため、同様に

分けて設置を行いたい。 

・防災拠点（ヘリポート（場外離着陸場）や、応援部隊（主に自衛隊）

の拠点）に指定しているため、広場はそのまま利用したいと考えてい

る。 

・公園施設として親水施設があることや公園に隣接して綾瀬川が流れて

いるため、水をテーマの一つにしてほしい。 

⑧事業スケジュール（予

定） 

令和７年 公募 

令和８年 着工等 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 埼玉県草加市松江一丁目５４番４０、４４、４９、５０ 

（獨協大学前から徒歩１０分） 

②敷地面積 約４１，５００㎡ 

③土地利用上の制約 ・市街化地域 

・都市公園法上の建蔽率 

 ●基準２％（約８３０㎡） 

 ※既存施設 

  トイレ２箇所（３７㎡、５０㎡） 

 ●その他建築物なし 

 ●都市公園法上の特例により建蔽率の上限は緩和できます。 

④所有者 草加市 

⑤周辺施設等 1km 圏内に、東部スカイツリーライン・獨協大学前<草加松原>駅、市民

体育館、小学校、中学校、商業施設等が立地 

⑥対象地周辺の環境 ・最寄駅の獨協大学前（草加松原）駅の周辺にはマンションが多くある

地域であり、市内でも人口密度の高い地域の近くある。 

・市の中心に位置しており、平坦な場所である。 

・公園周辺は、一級河川の綾瀬川や工場、閑静な住宅街がある。 

・綾瀬川の向かい側に国指定名勝の松並木が立地している。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

草加市について 

・人口２５１，５２１人（令和６年４月） 

・県内人口数６位 微増している。今後も独自推計では、令和１５年ま

で微増を想定。その後は、令和５０年頃までに２２万８千人程度まで

減少する推計となっている。 

・埼玉県の南東に位置しており、北側には越谷市、南側には東京都足立

区。 

 

■添付資料 

①：サウンディング調査に当たって（現況資料） 


